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１.戸田委員長まとめ	 

	 一昨年度･昨年度と３年目を迎えた『スポーツ事故防止対策推進会議（セミナー）』は、全国８箇所延べ 1,500
名を超える方々に参加いただきました。各会場とも、パネリストによる専門分野からの発表や参加者からの質

疑応答により、事故防止に関する協議･情報共有が進んだものと思います。さらに、本年度は体育的行事にお

ける事故防止の観点から、実技指導を盛り込んだ講習会を東京で開催し、体験することにより事故防止に対す

る認識が深まったと思います。 
 
類似の事故を繰り返さないためのポイント	 	 

１.指導者が「事故の多くは防げる、防ぐ必要がある」という事故防止と安全確保に必要な基本的な姿勢を

確立し、事故の予防と安全の確保、発生後の適切な対応に関する知識をもつ。	 

２.練習の過程で、正しい技術の習得や体幹強化のトレーニング等を十分に行う。	 	 

３.安全指導は、競技の特性や過去の事故事例を踏まえて、多様な教材等を活用し、効果的に行う。その際、

ヒヤリ・ハット体験を生きた教材として活用する。	 

４.試合も安全指導（教育）の場と捉えて対応する。	 

５.学校保健安全法に基づいた健康管理（健康診断、健康観察と事後措置）を徹底し、事故発生時の緊急体

制を確立する。	 

６.安全保護具の活用による事故防止を積極的に進める。	 

７.長時間の練習や合宿、試合などでは，疲労の蓄積等に対応した	 安全対策に特に配慮する。	 

８.的確な判断と迅速な実施ができるような心肺蘇生法の研修を行ない、AED は，迅速かつ積極的に活用す

る。（発生５分以内のできるだけ早く開始できるように）	 

９.ヒヤリ・ハット体験や過去の事例を元にした研修を実施し、木目の細かい危機管理を進める。	 

10.教育委員会や各体育・競技団体等と連携した取組を進める。 

 

	 スポーツの事故防止の意義は多様である。つまり、今の短期間だけ事故が起きないということだけでなく、

スポーツパフォーマンスを含めて、人が生涯を通じて健康・安全で幸せな生活を送るための生活の質（QOL）
の向上に必要不可欠なものであり、教員やスポーツの指導者は、障害の遺る事故や死亡事故などを極力避ける

努力をしなければならない。 
	 そのためには、人の生命や安全を大事にし、事故防止をする、事故が起こったらそれが重篤にならないよう

に、あるいは元に戻せるような措置を迅速にとることを含め、私たちは事故を防止するという熱意をもって安

全教育、安全管理に取り組む必要がある。 
	 事故の発生には、主体（人）、環境、運動及び用具の要因が相互にかかわっており、さらに、それらすべて

の要因の背景に指導とのかかわりが存在する。それを防止するには、過去の事例や発生の可能性が想定できる

事故の内容を要因ごとに整理し、子ども達を主体にしてどのように対応したらよいのか、環境をどのように整

えたらよいのか、運動方法をどのようにしたよいのか、各種資料や過去の事例、ヒヤリ・ハット体験などを元

に、指導者自身が理解を深めて実践する必要がある。 
 
 
 
 
 
	  
 
 
 

	 	 	 	 	 	 	 図	 スポーツ事故の発生要因概念図	 	 	 	 	 
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	 今年度、本協議会では、眼部の障害及び体育的学校行事での事故防止について、災害共済給付統計の分析や

実地調査等を行い、８箇所でのセミナーの開催及び DVD 教材、事例集の作成配布等を行った。 
	 私はすべてのセミナー会場に参加させていただいているが、それぞれの会場で委員による貴重な専門的知見

の披歴と情報交換が行われ、事故防止のための非常によい機会となっていることを感じている。いつも新たな

ことを知ることになるので、自分の経験だけで事故防止を考えていくのは難しいことだと感じる。指導者は学

校やチーム、もしくは自分だけで解決できないことについては、必要に応じて各競技団体、中体連、高体連等

の教育団体に積極的に働きかけを行って欲しい。 
	 今後はこのセミナーの報告書も作成され、様々な機会にこの研究成果を情報共有することを目的に教材を作

成して情報発信していく。 
	 	 最後に、事故防止は、常にアンテナを高くしてアクティブな姿勢で指導者が、情報を求めていく必要があ

ることを強調したい。そうしないと自分のものにはならないし、リスク（危険）や情報の存在に気づかず、結

果的に何もできないことになってしまう。スポーツ活動、スポーツ事故防止には「安全」は必須であり、かつ、

最低条件である。それがなかなかうまくいかないため、子供たちに怪我をさせてしまう。我々が本当に「安全」

というものを密にしながら生涯にわたって幸せに生きる基礎となるようなスポーツ活動でありたい。今後も引

き続き、一緒に情報収集及び情報の共有、調査研究の実施に積極的に参画いただければ大変ありがたい。
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２−(1)	 体育的行事における事故防止への取組（概要） 

	 体育活動中の事故は依然として多く発生している状況にありますが、特に期間が限定された運動会等の体

育的行事においても、毎年事故が発生しています。	 

	 このような状況を踏まえて、体育的行事における事故防止を研究課題の 1 つとして取り組みました。	 

	 

	 

【体育的行事における事故防止事例集の作成】	 

	 具体的な事故事例を元に、事故防止の留意点や安全な実施のための指導例などをまとめました。	 

	 

［構成案］	 

○	 はじめに	 	 

・事例集の作成の目的について	 

○	 運動会・体育祭のねらい	 	 	 

・運動会・体育祭の教育的意義、目的についての解説	 

・実施にあたっての留意点	 

・リスク認識、理解の重要性	 

○	 運動会・体育祭での事故データ（事故のリスクなど）	 

・運動会・体育祭での事故の全体的な傾向が分かるようなデータを掲載	 

・運動会・体育祭におけるリスクの理解（裁判事例などから）	 

○［トピックス］体育的行事における事故防止の留意点	 

・事故事例を踏まえた事故防止の留意点	 

・実施にあたってのフローチャート	 

・主な種目についての指導方法	 

○	 各種種目における事故防止	 

	 	 



 245	 

２−(2)	 眼部の事故防止～眼部の事故件数が多い種目を中心に～ 
Ⅰ.眼部の事故防止現地調査（概要）	 

Ⅱ.事故防止のポイント	 

	 １.全般	 

○	 体育活動中における事故で、眼の障害が『障害全体の中で最も多い』ことを認識する。	 

○	 ヒヤリ・ハットを含めて過去の事故事例を知り、事故発生の要因を分析して、それに基づき有効な対

策を取る。	 

[児童生徒に対する留意事項]	 

・既往症や健康状態の把握や管理を行う。	 

・児童生徒の視力や治療の有無、常用点眼薬の有無、コンタクトレンズの使用状況について、確認する。	 

・児童生徒相互の体格、体力、技能に応じた練習内容や場の設定に十分に配慮する。	 

[用具・環境に関する留意事項]	 

・グラウンドの整備をするなど、練習開始時に必ず設備や用具の点検を行い、ネット等に破損、破れ

がないか確認する。	 

・ネットのフレームに緩衝材の敷設が望ましい。	 

[指導面に関する留意事項]	 

・競技への集中力を徹底させる。	 

・危険な行為や、どのような場面でけがが起こりやすいかということを、ルールも含めて繰り返し安

全指導し、とっさの場合の危険からの回避能力を身につけさせ、危険なプレーや無理なプレーを控え

るよう、指導する。	 

・他の部活動とグラウンドを共有する際は、相互に練習内容を工夫し、十分な間隔を取る。	 

２.競技型別のポイント（現地調査及び調査研究報告書から）	 

[野球、ソフトボール（ベースボール型競技）]	 

・ティー打撃練習の際、トスを上げる児童生徒は、なるべく捕手用マスク等、眼や顔の保護具を着用

することを奨励する。	 

・ティー打撃練習などを行う際は、隣の打者と十分な間隔を取る、仕切りの防御ネットを入れるなど、

工夫すること。	 

・打球・送球が直撃しないような練習環境の見直しを行い、工夫すること。その際、防御ネットの設

置は、適切な位置に置かれているか、複数で確認する。	 

・打球がフレームに当たって跳ね返りでけがをすることも多いので、防御ネットと打撃投手の距離が

近くならないように留意する。	 

調査場所	 学年	 性別	 場合	 競技種目	 災害発生時の状況	 主要因	 

市立	 

小学校	 
５年	 女	 

体育	 

(保健体育)	 
サッカー	 

体育でのサッカー練習中、他の

児童の蹴ったボールが顔面に当

たり、左眼を負傷してしまった。	 

被災児童は、集中力に欠ける点

があった。	 

被災児童の能力に応じて、安全

配慮を行っていたにもかかわら

ず、事故が生じている。	 

私立	 

高等学校	 
３年	 男	 

体育的	 

部活動	 

野球	 

(硬式)	 

練習時間中、ティー打撃練習の

配球中に打球がネットから跳ね

返り、打者が次の配球ではなく、

跳ね返りの球を打ってしまい、

その球がネットの枠に当たって

跳ね返り、配球をしていた生徒

の右眼に当たった。	 

打者とネットとの距離が少し離

れていたこと。	 

配球者がネットの陰からトスを

あげていなかったこと。	 

また、捕手用マスク等、眼や顔

の保護具を着用していなかった

こと。	 
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・ピッチングマシンに球を入れるときは、打ち出し穴から打球が飛び込むことがあるので、必ず仕切

りネットを使用するか、捕手用マスク等、眼や顔の保護具を着用する。	 

[サッカー、ラグビー等（ゴール型競技）]	 

・しっかりボールを見てキャッチするなど、常にボールに意識をおく習慣をつけさせる。	 

・ルールに即したボールの扱い方に慣れるよう指導する。	 

・急なダッシュやストップ、方向転換といった身のこなし方を習得させる。	 

・倒れ方や受身の取り方を段階的に身につけさせる。	 

[バドミントン、テニス等（ネット型競技）]	 

・ネットのポールを持ち運ぶときには複数人で行うようにする。	 

・ネット張りの際は、ポールの上にある滑車が曲がっていないことを確認してクランク（ネットをま

く道具）を回すようにする。	 

・初級レベルでは、ラケットの操作が不十分であるため、練習時は十分なスペースを作る。	 

・選手が交代しながら打ち返しの練習をするときなどは、時間的な間隔を十分取り、余裕を持って交

代させる。	 

・初級者と上級者では打ち返すシャトルやボールのスピードに差があるため、レベルに応じたグルーピ

ングを定期的に行う。	 

	 

	 

	 

	 

	 

Ⅲ.事故発生時の対応	 

・事故発生時の処置では、以下の点に留意して対応すること。	 

①	 眼を無理に開かせない。	 

②	 眼を強く押さえない。	 

③	 外傷部分に異物が入らないように覆う。	 

④	 眼と眼の周辺を清潔に保つ。	 

⑤	 化学物質が眼に入った場合は、十分に洗い流す。	 

・眼部のけがは、痛みなどの自覚症状が無く重症化する場合があるため、事故が起きたときは、早めに眼

科の専門医を受診する。	 

・各学校で部活動を実施する曜日・時間帯で受診できる医療機関リストを作成することが必要である。	 

（夜間・土日祝日含む）	 

（引用文献）調査研究報告書	 

「課外指導における事故防止対策」P.113～126	 

「学校の管理下における体育活動中の事故の傾向と事故防止に関する調査研究」P.57～ 
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（人）	 

３	 参加状況	 

※全国 44 都道府県から総数 1,501 名の参加があった。 

※下表の学校関係とは、管理職 13％（前年 16％）、養護教諭 32％（前年 42％）、 

 体育教諭 13％（前年 16％）、教諭 41％（前年 26％） 

※下表のその他とは医療関係者、業者、メディア、記載なし、協議会委員等 

 

	 
開催日	 行政機関	 学校関係	 スポーツ団体	 その他	 計	 

秋田	 11 月	 22 日	 9	 149	 2	 21	 181	 

高知	 12 月	 2 日	 23	 77	 10	 32	 142	 

千葉	 12 月	 6 日	 38	 85	 4	 35	 162	 

名古屋	 12 月	 9 日	 23	 178	 9	 28	 238	 

新潟	 12 月	 16 日	 15	 203	 7	 38	 263	 

鹿児島	 1 月	 19 日	 38	 162	 9	 21	 230	 

神戸	 1 月	 23 日	 37	 111	 6	 28	 182	 

東京	 2 月	 7 日	 20	 54	 0	 29	 103	 

計	 
	 

	 203	 1019	 47	 232	 1501	 

%	 	 	 13.5%	 67.9%	 3.1%	 15.5%	 
	 

	 

４	 アンケート結果	 

①全会場 

参加者数 回答人数 回収率 

1501 1064 71% 

(1)本日のセミナーで、全国的に繰り返し起こる体育活動中（授業、運動部活動等）における事故の動向、情

報等を把握できましたか？ 

A：回答者の内 98％が『事故の動向、情報等を把握できた。』と回答した。 

(2)体育活動中における事故防止のための留意事項、取組等について、本日のセミナーで新たな知見、情報

等を得ることができましたか？ 

A：回答者の内 95％が『新たな知見、情報等を得ることができた。』と回答した。 

(3)本日のセミナーで特に印象に残った内容はありましたか？（複数回答可） 

A：回答者の内 82％が『パネリストの発表が印象に残った。』と回答した。 

	 	 	 

 

 

548人 492人 

11人 0人 
13人 

把握できた	 
だいたい	 
把握できた	 

あまり把握	 
できなかっ

た	 

把握でき	 
なかった	 

無回答	 

(１)	 

644人 
367人　 

34人 1人 
18人 

できた	 
だいたい
できた	 

あまり	 
できなかった	 

できなかった	 

無回答	 

（２）	 

105人	

876人	
103人	

175人	

29人	 54人	

事業内容	 

パネリスト
発表	 

会場との	 
意見交換	 

資料	 
配布物	 

その他	 

無回答	 

（３）	 
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②眼に関するアンケート（鹿児島、神戸会場のみ実施） 

参加者数 回答人数 回収率 

412 299 73% 

(1)学校での運動中に、子供が眼にけがをした経験はありますか？ 

A：回答者の内 49.5％（148 件）が『あります。』と回答した。 

種目別 

	 

	 

	 	 

①野球,	 
32.4%	 

②サッカー,	 
18.9%	 

②バスケッ
トボール,	 
18.9%	 

④ソフト
ボール,	 
15.5%	 

⑤テニス,	 
14.2%	 

それ例外,	 
37.2%	 

（1）/複数回答可	 
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